
 

クラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた支援業務委託  

企画提案実施要領 

 

１ 趣旨 

  令和８年（２０２６年）に迎える千葉開府９００年へ向けて、千葉市（以下、「発注者」とする）は官民を挙げ

て千葉開府９００年における記念事業を企画、実施する。 

本業務においては、クラウドファンディングを活用して千葉開府９００年記念事業や記念商品、体験サー

ビス等に係るプロジェクトが活発に企画されることを目的とし、それらの起案や実行に向けた周知も通じ

て千葉開府９００年に向けた機運醸成を図ることを目的とする。 

 

２ 委託業務 

（１）件名 

   クラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた支援業務委託 

（２）委託場所 

   千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課 

（３）委託内容 

   別紙仕様書のとおり 

（４）委託期間 

   契約締結日の翌日から令和７年３月２８日まで 

（５）委託限度額 

   上限１，2００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

 

３ 参加資格要件 

  プロポーザルに参加を希望する者は、以下のすべての要件を満たしていること。 

（１）共通事項 

地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者で、次のいずれにも

該当しないものであること。 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから、２年間を経過しない者 

イ 当該入札日前６か月以内に不渡手形又は不渡小切手を出した者 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の更生手続開始の申立てをした者で、同法に基づく裁判所

からの更生手続開始の決定がなされていないもの 

エ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の再生手続開始の申立てをした者で、同法に基づく裁判所

からの再生計画の認可の決定がなされていないもの 

オ 千葉市物品等入札参加資格者指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）又は千葉市建設工事請

負業者等指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）に基づく指名停止措置等を当該業務の企画提

案書の提出期限の日から審査による事業者決定日までの間に受けている者 

カ 千葉市内において、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に違反している者 

キ 千葉市内に本店、支店又は営業所等を有する者にあっては、千葉市税（延滞金を含む）を完納して

いないもの 

ク 千葉市内に本店、支店又は営業所等を有する者で、個人住民税の特別徴収を行うべき者にあって

は、個人住民税の特別徴収を行っていないもの 



 

（２）個別事項 

参加申込にあたっては 1事業者 1参加申込とし、共同企業体による参加の場合は次の各号を満たし

ていること。 

ア 共同企業体を構成する各団体等が明確であり、それぞれが法人格を有すること。 

イ 構成員は前記（１）の条件を満たしていること。構成員間における協定書等において、事故が起きた

場合などの責任の所在が明らかになっていること。 

ウ 当該共同体の構築事業者は、本委託の他の共同企業体の構成事業者を兼ねていないこと。 

 

４ 参加に関する手続き 

（１）スケジュール【予定】 

 内 容 日 程 

① 企画提案実施要領公表 令和6年５月9日（木） 

② 参加申込書受付期間 令和6年５月9日（木）～令和6年5月２０日（月） 

③ 質問受付期間 令和6年５月9日（木）～令和6年5月１５日（水） 

④ 質問回答日（ＨＰに掲載） 令和6年5月１６日（木） 

⑤ 参加資格確認結果通知書送付 令和6年5月２１日（火） 

⑥ 企画提案書等受付期限 令和6年６月３日（月） 

⑦ ヒアリング開催 令和6年６月５日（水） 

⑧ 最優秀提案者決定 令和6年６月６日（木） 

 

（２）仕様書等の配布 

千葉市ホームページに掲載する。 

（３）参加申込み 

   参加を希望する者は、下記により必要書類を提出すること。 

  ア 提出期限  

    令和６年5月２０日（月）午後５時必着  ※厳守 

イ 提出方法 

    直接持参又は郵送すること。（提出期限内必着） 

    持参の場合は、土・日・休日を除く午前９時から午後５時まで。 

    ※郵送の場合は書留とすること。なお、事故等による未着について、発注者は責任を負わない。 

  ウ 提出先 

    〒260-8722 千葉市中央区千葉港１－１ 千葉市役所高層棟６階 

 千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課 

  エ 提出書類 

  （ア）企画提案参加申込書（様式第１号） 

  （イ）事業者概要（様式第２号） 

  （ウ）同種の業務実績（様式第３号） 

  （エ）共同企業体一覧（様式第４号）※共同企業体の場合 

  （オ）委任状（様式第５号）※共同企業体の場合 



 

  オ 参加資格確認結果通知の送付 

    上記により提出を受けた書類に基づき参加資格の確認を行い、令和6年5月21日（火）に参加決定の

可否について、電子メール及び書面により通知する。 

（４）内容に関する質問の提出方法等 

   本企画提案の実施においては説明会を実施しないため、仕様書及び本実施要領の内容について、不明

な点が生じた場合、下記により質問すること。 

   ただし、企画提案に直接関係のないものについては、質問を受け付けない。 

  ア 受付期間 

    令和6年５月9日（木）から令和6年5月1５日（水）午後３時まで 

  イ 提出方法 

    下記アドレス宛てに電子メールで送信することとし、持参、郵送、電話での質問は受け付けない。件名

は以下のとおり設定すること。 

    ・提出先：kaifu900th@city.chiba.lg.jp 

    ・件名：「クラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた支援業

務委託企画提案に関する質問（事業者名称）」 

  ウ 提出書類 

    質問書（様式第６号） 

  エ 質問に対する回答 

    令和6年5月１６日（木）までに千葉市ホームページにて公開する。 

なお、回答内容は本実施要領の追加又は修正とみなす。 

（５）企画提案書等の提出 

   参加決定可の通知を受けた者は、下記により企画提案書、見積書（様式第７号）及び見積内訳書を提出

すること。 

  ア 提出期限  令和６年６月３日（月）午後５時必着  ※厳守 

イ 提出方法 

    直接持参又は郵送すること。（提出期限内必着） 

    持参の場合は、土・日・休日を除く午前９時から午後５時まで。 

    ※郵送の場合は書留とすること。なお、事故等による未着について、発注者は責任を負わない。 

  ウ 提出先 

    〒260-8722 千葉市中央区千葉港１－１ 千葉市役所高層棟６階 

    千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課 

  エ 提出書類 

・クラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた支援業務委託

企画提案書 

・見積書（様式第７号） 

・見積内訳書 

  オ 企画提案書の内容 

    仕様書に記載の内容に沿った提案を行うこと。提案には本要領５－（２）―イに記載する選考基準に

おける評価の着眼点に対して、具体的かつ詳細な説明が含まれていること。 

（ア）基本方針 

   （イ）実施体制 



 

   （ウ）企画提案 

   （エ）業務実績 

  カ 企画提案書提出にあたっての留意事項 

   （ア）提出部数は、６部（正本１部、副本５部）とすること。 

（イ）構成は、表紙、目次、提案内容（本文）、裏表紙とする。 

正本のみ、商号又は名称及び代表者名を記載して押印すること。副本は、企画提案書の内容から、

提案者の名称が判明・特定できないよう、必要な処置を講ずること。 

（ウ）表紙には下記の項目を掲載すること。 

①宛名   千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課 

②タイトル クラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた

支援業務委託 

③提出年月日 

（エ）提案内容（本文）はＡ４版（横書き）とし、１提案に対し、片面印刷で１０ページ（表紙、目次、あい紙、

裏表紙を除く。）以内とする。 

（オ）本企画提案はあくまでも委託業者選定の審査材料となるものであり、実際の業務遂行にあたって

は発注者と協議して決定することとなるので留意すること。 

  キ 見積書等提出にあたっての留意事項 

   （ア）提出部数は、見積書（様式第７号）、内訳書を併せて１部とすること。 

   （イ）内訳書はできるだけ詳細に分類して記載すること。 

   （ウ）仕様書に記載の業務を実施するために必要な経費を算出すること。 

  ク 企画提案書等提出後の追加、変更、差替え、再提出は一切認めない。 

 

５ 委託業者の選考 

（１）ヒアリングの開催 

   企画提案書提出者に対し、以下のとおりヒアリングを行う。ヒアリングの方法等は選考委員会で決定

し、参加資格確認結果と併せて通知する。なお、ヒアリングにおいては、別途要綱に基づき設置してい

るクラウドファンディングを活用した千葉開府９００年記念事業等の企画実施へ向けた支援業務委託プ

ロポーザル選考委員会（以下、「選考委員会」という。）の委員が審査し、選考を行う。 

  ア 日   時 令和６年６月５日（水） ※詳細は別途通知する。 

  イ 会   場 千葉市役所内（千葉市中央区千葉港１―１） ※詳細は別途通知する。 

  ウ 出席人数 各事業者２人までとする。コンサルタント等、事業担当者ではない者の出席は認めない。 

  エ 時   間 １事業者あたり 30分程度を予定 

（プレゼンテーション１5分、質疑応答１５分） 

  オ 留意事項 

   （ア）千葉市情報公開条例第７条第１項第５号の規定に基づき、非公開で行う。 

（イ）ヒアリング当日の追加資料の配布は認めない。共有できるものは企画提案書の画面共有のみとす

る。なお、企画提案書は事前に委員に配付し、ヒアリング当日も持参する。 

   （ウ）オンラインでのヒアリングを実施する場合には、Zoomを使用する。 

（２）選考方法及び選考基準 

  ア 選考方法 

    企画提案内容の各項目について内容を審査し、選考委員会の出席委員による採点により最高合計点



 

数を獲得した提案者を第１位として選考する。なお、最高合計点数を獲得した提案者が複数で同点の場

合は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決するところによる。 

    また、提案者が一者のみの場合も、審査を行い、出席委員による採点の平均点数が６０点以上の場合、

受注候補者とする。 

  イ 選考基準 

    選考にかかる評価項目は以下のとおりとする。 

 

（３）提案の無効に関する事項（不適格事項） 

   次のいずれかに該当する場合は、無効又は失格とする。 

  ア 見積額が、本要領２－（５）に記載する委託限度額を超過した場合 

  イ 提出期限を過ぎて企画提案書等が提出された場合 

  ウ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

  エ 提出書類に重要な誤脱があった場合 

  オ 会社更生法等の適用を申請する等、契約を履行することが困難と認められる状態になった場合 

  カ 審査の公平を害する行為があった場合 

  キ その他、企画提案にあたり著しく信義に反する行為等があった場合 

 

（４）選考結果の通知 

   選考結果については、ヒアリング後、採用、不採用にかかわらず提案者全員に速やかに電子メールによ

り通知する。また、第１位の提案者については企業名・点数を、第１位の提案者以外の参加者については

 選考基準 配点 

1 趣旨理解 １０ 

(1) 委託業務の目的、趣旨について良く理解し、企画提案内容に反映しているか。 １０ 

2 実施体制 １0 

（１） 業務の設計、実施体制は具体的に示されているか。 ５ 

（２） 本業務に適した人材、業務遂行が可能なスケジュールが確保されているか。 ５ 

３ 企画提案 70 

（1） 
クラウドファンディングやマーケティングの仕組みなど、プロジェクト候補の実現に

向けたプロセス、ノウハウが初心者でも会得しやすいセミナーが計画されているか。 
10 

（2） 明瞭かつ画期的なクラウドファンディング特設ページの設置が企画されているか。 15 

(3) 
セミナー参加者が創出するプロジェクト候補案件について、事業化に至るまで個別

かつ伴走的な支援体制が確保されているか。 
15 

(4) 

クラウドファンディングを活用した具体的なアイデアを持つ者又は事業化できる能

力を持つ者の参加を誘引し、千葉開府９００年記念事業や記念商品、体験サービス等

に資するプロジェクトの活発な創出が図られる企画が立案されているか。 

20 

（5） 
セミナー開催における広報案は年代等を問わず幅広い参加者を対象とし、千葉開府

９００年の周知及び事業の趣旨理解を促進するものであるか。 
10 

４ 業務実績 １０ 

（１） クラウドファンディングに関するセミナー開催など同種・類似業務の実績があるか。 １０ 

合計 １００ 



 

点数のみを、令和６年６月中旬を目途に千葉市ホームページに掲載するものとする。掲載予定日につい

ては、決定次第、参加申込受付者宛て連絡する。 

   なお、選考結果に関する異議申立ては一切認めない。 

 

６ 契約方法 

（１）第１位の提案者の決定後は、詳細な業務の内容及び契約条件について協議・合意した後に、提案者より

改めて見積書を徴し、予算の範囲内で随意契約により契約を締結するものとする。 

（２）なお、前項の交渉が不成立の場合には、市は順次、次点以下の提案者と交渉を行い、予算の範囲内で

随意契約により契約締結するものとする。 

（３）第１位の提案者が事前に定めた最低評価基準点を下回る場合は、随意契約の対象としない。 

（４）契約相手方は、この契約と同時に契約金額の１００分の１０以上の金額の契約保証金を納付しなければ

ならない。ただし、千葉市契約規則（昭和４０年千葉市規則第３号）第２９条に該当する場合は、免除と

する。 

 

７ その他留意事項 

（１）企画提案書の作成、提出及びヒアリングに要する費用及び交通費は提案者の負担とする。 

（２）提出された企画提案書等、書類一式は返却しない。 

（３）採択された企画提案書の著作権は、発注者に帰属するものとする。 

（４）提出書類や選考結果（不採用となった事業者の名称、審査結果を含む）は、第三者から公文書開示請求

があった場合、千葉市情報公開条例（平成１２年４月３日条例第５２号）の規定に基づき、公にすることに

より、当該事業者又は個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあるものを除き、

開示の対象とする。 

   ただし、企画提案書選考期間中は、同条例第７条第１項第６号の規定に基づき、開示の対象としない。 

（５）本企画提案に関連し知り得た情報は、市の承諾を得ることなく、第三者に漏らしてはならない。 

（６）参加申込み後に参加を辞退する場合は、別紙「企画提案辞退届」を提出すること。 

 

８ 委託料の支払 

完了払いとし、発注者は適法な請求書を受理した日から３０日以内に委託料を支払うこと。 

 

９ 問合せ先 

  千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港１－１ 千葉市役所高層棟６階 

  電話 043(245)5660  Eメール identitysuishin.POC@city.chiba.lg.jp 

mailto:identitysuishin.POC@city.chiba.lg.jp

